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◆ 大阪　署名・学習交流会・映画上映など多彩
■ 河内長野九条の会　１時間で１００人以上の署名！　　
11月19日、三日市駅頭、千代田駅頭で、署名行動。三日市では36人分、千代田では77人分と、1時間で１００人をこえたのは初めてのことです。寒くてハンドマイクを持つ手は凍えそうでしたが、市民の反応、関心は高く、あっという間に時間が過ぎました。「他の国とちがって、油代をとっていない。日本の給油活動はタダだから感謝されている。それは私たちの税金だ」との訴えに、「ええつ、無料のガソリンスタンドじゃないか」など、会話がはずみました。

■ ねやがわ「憲法を守る会」 10０回突破のナインデー、元気に訴えつづける
寝屋川憲法を守る会は2004年8月9日からはじめたナインデー宣伝（毎月９，１９，２９）が、11月9日で100回目となり、参加者は2000人をこえ、署名は6000人を突破しました。ナインデーのほとんどに参加してきた男性は、「自衛隊の撤退や沖縄戦集団自決の教科書検定の撤回など、継続が力となって、世論を動かし、政治を変えることを確信しつつある」といいます。11月は19日香里園、29日萱島でナインデー宣伝を予定。

■ 枚方憲法を守る会　西淀川の運動と経験を学ぶ
11月22日、枚方労連、枚方革新懇と共同で「第３回憲法問題学習交流会」を約40名の参加で行いました。地域のすすんだ運動をみならおうと、西淀川共同センターの嵯峨操さんが、「地域と職場に根ざしてすすめる憲法運動」と題して講演。嵯峨さんは、西淀川の運動の経験を目標の50％に到達した署名活動を中心に紹介し、「継続は力であり、つづけることが大事」と強調しました。

参加者からは、「署名活動も、いろいろな願いや生活と結びつけてすすめていくことが大事ではないかと思う」という意見や、「地域のすすんだ取り組みをきくことができ、新たな認識をもった」などの声が。「福田内閣と憲法をめぐる情勢」（大阪憲法会議・西岡健二事務局次長）の話しで、「改憲の動きはおさまらないという危機感をもった」の声も。今後は、おとなりの寝屋川とも、交流学習会をやりたいです。

■堺・９条をまもり生かす会　７６０人がみました！「日本の青空」上映会　

11月23日、堺市内では、泉北に続き2回目となる「日本の青空」の上映会を行いました。事前の準備段階から、真宗大谷派やキリスト教など宗教者の方々が宗派をこえて、上映成功のために奮闘してくれました。

上映にあたっては、ボランティアの協力で字幕を作成したため、聴覚障害の方々も参加することができました。アンケートのなかには、「（聴覚障害のため）長い間、夫婦で映画をみたことがなかった。今日はよかった」との声や、また健常者の方でも、「条文などわかりにくいところが、字幕があるので理解しやすかった」など好評でした。今回の上映に取り組んできた市民団体や宗教者、市内9条の会などに呼びかけて、3月29日には９条の会の呼びかけ人のひとり澤地久枝さんの講演会の成功をめざします。

◆ 奈良 街頭シール投票で1000票を達成！

奈良県の大和高田市平和委員会は11月25日、うたごえ祭典に連帯して第25回憲法9条守るアピール行動をおこないました。
　秋晴れのもと、日本のうたごえ祭典最終日の合唱交流会が行われる「大和高田さざんかホール」前にて、祭典参加者や通行人に「憲法9条を守ろう」とよびかけました。

　署名板や「シール投票」に人だかりができることも多く、1時間の行動で、憲法署名61筆、「シール投票」に116票（すべて「守る」）が集まりました。

　大和高田市平和委員会は、国民投票法成立を受け、毎週30分ずつでも駅前に立とうとよびかけ、今回の行動が25週目。この結果、6月から、駅頭などでよびかけはじめた「憲法シール投票」は、守る933票、変える67票で、のべ1000票を達成しました。

◆ 和歌山　守ろう９条・新テロ特措法を廃案へ

　１１月９日１１時から１時間、ＪＲ和歌山駅前で「県民の会」と和歌山市９条センターは合同の９日宣伝行動を行いました。１２人の参加者は元気いっぱいチラシ配布、署名、街宣車からのマイク宣伝を行い、１時間で６１筆の署名が集まりました。宣伝カーには、県民の会作成の真新しい９条のぼりがかかげられ、マイク宣伝では、「テロ特措法はアメリカのアフガンへの報復戦争に日本が手を貸すためのもので９条改憲の動きと根は同じ。９条を守るために署名に御協力下さい」と訴えました。
■那賀「好きなんよ９条」まつりに３００人

「九条を守ろう」那賀郡の会では、１１月１１日の日曜日に恒例の「好きなんよ９条」まつりを開催しました。当日の朝は曇り空で天気が心配されましたが、徐々に晴れのべ３００人の参加者がありました。ステージでは、バンド演奏やフラダンス、クイズ大会を計画し、初回から続いているリレートークも中学生が発言してくれるなどいろんな角度からの発言があってよかったです。模擬店も１３団体が出店してくれて、焼きそばやうどん、焼き鳥などのおいしい食べ物やヨーヨーつりや新鮮な野菜も販売されました。
　午前１１時に開始、昼休憩には模擬店が大繁盛となり１時過ぎには、売り切れの店が続出するほどでした。新聞折り込みの「チラシを見て来ました。」という人も。来年も趣向を凝らした祭りにしていこうと思います。「九条を守ろう」那賀郡の会事務局　部家　司好
　短信･ホットライン　　
■ 世界に軍隊のない国はいくつ?　
政府や自民、公明は、アメリカの報復戦争を支援するための新テロ特措法の成立に血道をあげている。自民党は、憲法9条を変え「自衛軍」という名の軍隊をもって公然と戦争できる国にしようとしている。武力でテロをなくせないことはこの間のアフガンやイラクの現実を見れば明白である。

ところで、軍隊を持たない国がいくつあるか？コスタリカが軍備を持っていないことはあまりにも有名だが、日本の外務省のホームページを開いてみると、なんと２９カ国もあった。少々根気を要するが、「各国・地域情勢」→「国別基礎データ」→「軍事力」を開いてみるとよい。国連加盟１９２国中(2006年12月現在)２９カ国もある。とくに中米・カリブ海地域の３３カ国中１０カ国に軍隊がない。他にも欧州やアジア大洋州の小さな国が軍隊をもっていない。誰でも知っている国としては、アイスランド、モナコ、ハイチ、パナマ、コスタリカ、グレナダ、ドミニカ、サモア、パラオ、ミクロネシアなどだ。これは外務省も認める公然たる事実である。
多くの国民の懸念は、外国が攻めてきたとき、軍隊がなくてどうして防御できるかだ。しかし、軍隊を持たなくても主権国家が成り立つことをこれらの国々は物語っている。まして、憲法9条を持つ日本が、平和外交に徹すれば、世界中から信頼され尊敬されることは疑いない。新テロ特措法は廃案以外にない。
■「九条の会」からの訴え
(2007/11/24　第2回交流集会)
◎「九条の会」アピールへの賛同の輪を広げ、9条改憲反対、9条生かそうの圧倒的世論をつくろう。

◎職場・地域・学園の草の根で、日本国憲法9条のすぐれた内容と、改憲案の危険な内容についての理解を深めるための大小無数の集会を開こう。

◎当面、「すべての小学校区に9条の会」を合言葉に、文字どおり思想・信条・社会的立場の違いを超えた「会」をつくろう。地域・分野の「会」のネットワークをつくり、交流・協力しあって運動を前進させよう。







































